
第55 号報
八

二

八

ぶ「埼 葛 退 職 校 長巾

退 ゛鄙|

口　　　　?4

ね|

釜ｻ ９]

蚕]

……゚
｀|.2j
午宋lp14ﾑ ｀

第55 号

令和元年７月発行

発行責任者　

相 滓 勝 寿

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に

埼
葛
退
職
校
長
会

副
会
長

橋

本

久

雄

平
成
一
九
年
三
月
三
〇
日
（
金
）
の

夕
刻
、
教
職
員
の
皆
さ
ん
に
見
送
ら
れ

て
か
ら
コ

ー年
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
。

退
職
後
、
勤
め
て
い
た
幼
稚
園
長
と

併
任
す
る
形
で
事
務
局
の
末
席
を
汚
し

て
以
来
、
退
職
校
長
会
に
は
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
。

小
生
は
、
教
諭
時
代
は
技
術
・
家
庭

科
の
技
術
分
野
の
教
員
だ
っ
た
の
で
、

書
い
た
り
し
や
べ
っ
た
り
す
る
こ
と
は

余
り
得
意
で
は
な
い
。

そ
ん
な
折
、
先
輩
の
先
生
か
ら
論
語

の
勉
強
会
を
勧
め
ら
れ
、
月
一
回
の
ペ

ー
ス
で
あ
っ
た
が
高
校
の
漢
文
以
来
の

漢
字
の
世
界
を
学
び
始
め
た
。

そ
う
こ
う
す
る
内
、
県
立
北
教
育
セ

ン
タ
ー
で
御
一
緒
し
た
行
田
市
の
Ｎ
先

生
の
名
文
を
埼
玉
新
聞
で
目
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
Ｎ
先
生
に
電
話
す
る
と

「
橋
本
さ
ん
、
思
っ
た
り
、
感
じ
た
こ

と
を
そ
の
ま
ま
文
に
す
れ
ば
い
い
ん
で

す
よ
」
。
何
と
か
出
来

そ
う
だ
の
感
触

を
得
て
、
一
念
発
起
、
埼
玉
新
聞
の
投

稿
欄
「
つ
れ
づ
れ
」
に
投
稿
し
た
。
三

年
前
の
三
月
二
七
日
に
、
「
モ
ズ
の
早

贅
」
と
題
す
る
拙
文
が
掲
載
さ
れ
た
。

以
来
、
令
和
元
年
五
月
四
日
に

「
サ

ク
ラ

が
植
え
ら
れ
た
訳
」
の
掲
載
ま
で

三
〇

回
程
、
「
つ
れ
づ
れ
」

等
に

掲
載

さ
れ
た
。
あ
り
か
た
い
こ
と
に
多
く
の

先
輩
の
校
長
Ｏ
Ｂ

か
ら
手
紙
等
を
い
た

だ
き
、
退
職
後
の
関
係
や
結
び
付
き
に

感
謝
の

二
言
で
あ
る
。

特
に
、
私
か
ら
は
遠
い
存
在
で
あ
っ

た
久
喜
市
の
Ｈ
先
生
か
ら
は
、
掲
載
さ

れ
る
度
に
丁
寧
な
は
が
き
を
い
た
だ
き
、

次
も
や
る
ぞ
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。

児
童
・
生
徒
は
勿
論
の
こ
と
我
々
大
人

も
褒
め
ら
れ
る
と
や
る
気
が
出
る
こ
と

を
痛
感
し
た
。

論
語
に
あ

る
の
で
す

が
、
「
辞
達
而

;… …… …… ……… ………J

ﾚ 特 集 ｜

新
会
員
一
人

二
言

定
期
総
会

長
寿
会
員
紹
介

己
矣
」
辞
は
達
す
る
の
み
。
言
葉
や
文

章
は
、
通
じ

る
だ
け
で
よ
い
を
い
つ
も

念
頭
に
置
き
た
い
。

自
分
の
経
験
談
に
な
っ
て
恐
縮
だ
が
、

会
の
一
層
の
発
展
の
た
め
尽
力
し
た
い
。

第
六
回
「
市
町
研
修
」
実
施
報
告

福
利
厚
生
部
長
　

山

下
　

浩

本
年
度
の
市
町
研
修
は
、
好
転
に
恵

ま
れ
六
月
一
九
日
（
水
）
に

「
な
ま
す

の
里
」
と

「
幕
末
の
吉
川
」
－

老
舗
料

亭
を
訪
ね
た
志
士
達
等
－

を
研
修
テ
ー

マ
に
掲
げ

、
吉
川

市
内

の
老

舗
料

亭

「
椛
家
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
尚
、

当
日
は
六
二
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

研
修
の
主
な
内
容
等
は
左
記
の
通
り

で
す
。

一
、
講
話
　

「
な
ま
ず
サ
ミ
ッ
ト
」

講
師
　

吉
川
市
長
　

中
原
恵
人
様

吉
川
で
は
、
な
ま
ず
に
光
を
あ
て
、

町
興
し
を
推
進
。
例
え
ば
、
な
ま
す
の

親
子
像
設
置
。
な
ま
す
の
養
殖
。
地
酒
、

「
な
ま
ず
御
膳
」
の
販
売
等
。
こ
れ
ら

の
活
動
を
全
国
へ
発
信
し
た
い
と
考
え

な
ま
ず
で
町
お
こ
し
を
し
て
い
る
他
県

の
自
治
体
と
連
携
し
て
、
二
〇
一
七
年

二
月
第
一
回
「
な
ま
ず
サ
ミ
ッ
ト
」
を

吉
川
市
で
開
催
。
「
全
国
な
ま
す

の

日

」

二

、

を
七
月
二
日
と
制
定
。

講
話
　
「
幕
末
の
志
士
と
料
亭
」

講
師
　
元
吉
川
市
教
育
長

染
谷
宗
壱
様

幕
末
の
志
士
達
に
つ
い
て
、
四
六
名

の
写
真
入
り
の
資
料
説
明
。
吉
川
町
は
、

中
川
の
河
岸
場
と
し
て
栄
え
た
。
当
時
、

越
谷
で
は
着
道
楽
。
吉
川
で

は
食
い
道

楽

と
言
わ
れ
、
「
吉
川
に
来
て
う
な
ぎ

・
な
ま
ず
食
わ
ず
な
か
れ
」
と
も
言
わ

れ
た
。
志
士
達
の

中
で
割
烹
店
を
訪

れ
た
人
は
、
近
藤

勇
、
勝
海
舟
等
が

あ
げ
ら
れ
る
。

講
話
終
了
後
、

椛
家
の
社
長
さ
ん

か
ら
所
蔵
絵
画
の

解
説
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
回
の
研
修
担

当
吉
川
市
の
皆
様

に
は
、
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
、
充
実

し
た
研
修
が
で
き

ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

（
文

責
　

中

村
　

孝

）
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令
和
元
年
度
の
定
期
総
会
が
、
五
月

一
　一
日

（
土
）
、
春
日
部
市
視
聴
覚
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

一
　

開
会
の
こ
と
ば

橋
本
久
雄
副
会
長

二
　

国
歌
斉
唱

指
揮
　

萩
原
征
而
理
事

三
　

黙
祷
　

ご
逝
去
さ
れ
た
一
九
名
の

会
員
を
悼
み
黙
祷

四
　

会
長
あ
い
さ
つ
　

相
渾
勝
寿
会
長

五
　

新
会
員
紹
介
　
　

二
九
名
の
紹
介

六
　

新
会
員
代
表
者
あ
い
さ
つ

渋
谷
修
造
会
員

七
　

議
事

］」
　
平
成
三
〇
年
度
事
業
報
告
並
び

に
決
算
・
監
査
報
告
　
　
　

承
認

口
　

役
員
一
部
改
選
に
つ
い
て

承
認

目
　

令
和
元
年
度
努
力
点
・
事
業
計

画

（
案
）
並
び
に
予
算
書
（
案
）

審
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　

承
認

四
　

「
彩
の
国
教
育
の
日
」
協
賛
埼

葛
地
区
現
職
・
退
職
校
長
教
育
推

進
協
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

・
・
・
別
項

㈲
　

令
和
元
年
度
埼
葛
退
職
校
長
会

定
期
総
会
に
つ
い
て

期
日
　

六
月
七
日
（
金
）

会
場
　

ウ
ェ
ス
タ
川
越
大
ホ
ー
ル

内
　

そ
の
他
　

六
月
一
九
日
（
水
）

開
催
の

「
市
町
研
修
」

の
説
明
　

吉
川
市
　

山
田
陽
一
理
事

八
　

長
寿
会
員
祝
賀
　

白
寿
　
　

一
名

米
寿
　

コ

ー名

喜
寿
　

一
八
名

九
　

感
謝
状
贈
呈
　
　
　
　
　
　
一
七
名

代
表
あ
い
さ
つ

萩
原
征
而
理
事

一一

○
　
来
賓
祝
辞

埼
玉
県
退
職
校
長
会

加
村
智
代
副
会
長
　
一

東
部
教
育
事
務
所長

井
圭
子
　
所
長

東
部
地
区
教
育
長
協
議
会

山
西
　
実
　
会
長

春
日
部
市
教
育
委
員
会

鎌
田
　
亨
教
育
長

埼
葛
小
学
校
長
会榎

本
　
隆
　
会
長

一
　
閉
会
の
こ
と
ば演

野
紀
生
副
会
長

一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一
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八
潮
の
詩
人
・

土
橋
治
重

松
元
徹
寿

詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
土
橋
治
重
氏
は
、

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
四
月
三
日
、

山
梨
県
の
農
村
に
生
ま
れ
た
。
大
正
コ
ニ

年
（
一
九
二
四
）
ア
メ
リ
カ
に
移
民
し
て

い
た
父
を
頼
っ
て
渡
米
。
苦
学
し
な
が
ら

現
地
の
高
校
、
大
学
を
卒
業
し
た
。
在
米

中
よ
り
詩
を
書
き
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

に
日
本
人
の
文
芸
作

家
協
会
を
作
っ
た
り

し

た
。

昭
和

八
年

二

九
三
三
）
二
四

歳
の
時
、
帰
国
。
そ

の
後
、
朝
日
新
聞
に

入
社
。
鎌
倉
支
局
に

勤
め
、
川
端
康
成
等

の
鎌
倉
文
士
と
親
し

む
。
以
後
、
二
五
年
間
、
新
聞
記
者
生
活

を
送
る
。
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
六

五
歳
の
時
、
東
京
の
世
田
谷
か
ら
八
潮
市

大
瀬
に
引
つ
越
し
、
以
後
こ
の
地
に
住
ま

（
詩
人
と
し
て
）

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
「
日
本
未

来
派
」
に
属
し
、
詩
を
発
表
し
て
い
く
。

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
詩
誌
「
風
」

の
創
刊
同

人
と

な

る
。

主
な
詩

集
に

「
花
」
「
異
聞
詩
集
」
等
が
あ
る
。
平
成

四
年
（
一
九
九
二
）
詩
集
「
根
」
で
、
第

二
五
回
日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞
。
こ

の
間
、
多
く
の
有
望
な
詩
人
を
詩
壇
に
送

り
出
す
。

（
歴
史
小
説
家
と
し
て
）

氏
は
そ
の
故
郷
山
梨
の
武
将
武
田
信
玄

に
関
す
る
多
数
の
著
書
を
始
め
、
多
く
の

歴
史
小
説
を
書
い
て
い
る
。
主
著
の
ひ
と

つ
「
物
語
と
史
蹟
を
た
ず
ね
て
」
シ
リ
ー

ズ
（
成
美
堂
出
版
）
は
日
本
史
を
扱
っ
た

大
衆
書
と
し
て
人
気
を
博
し
た
。
私
も
。

シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
で
あ

土橋治重（どばし・じじゅう）

る

「
平

将

門

」

を
図

書

館

で

借

り

て

読

ん

で

み

た

。

多

く

の

写

真

が

あ

り

、

文

章

も

平

易

で

読

み

や

す

い

も

の

で

あ

っ

た

。（
八

潮
市

に

お

け

る

活

動
）

氏

は

、

八

潮

文

芸
懇

談

会

会

長

を

務

め
、

「
文
芸
八
潮
」
の
発
刊
に
関
わ
り
、
昭
和

五
七
年
（
一
九
八
二
）
発
行
の
「
八
潮
の

民
俗
資
料
二
」
で
は
、
市
史
編
さ
ん
委
員

を
代
表
し
て
、
あ
い
さ
つ
文
を
書
い
て
い

る
。
市
民
文
化
講
演
会
に
お
い
て
講
演
を

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
六
月
二
〇
日

八
四
歳
で
永
眠
さ
れ
た
。

参
考
文
献
　

さ
き
た
ま
出
版
会
発
行
　

「
荒
川
流
域
の
文
学
」
他
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